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はじめに
• 研究開発費の獲得はいつも悩みの種

• JAXA、NAOJ、科研費だけでは足りない

• 今後10年はSX(Space Transformation)時代
• リモートセンシングや月探査などの地球周辺の空間を使ったインフラ整備
や科学技術にリソースが集中

• 経済安全保障重要技術育成プログラムK-Pro（JST/NEDO）：2500億円

• 中小企業イノベーション創出推進事業SBIR（文科省）：2060億円

• 宇宙航空科学技術推進（文科省）：1億×～10件

• 宇宙戦略基金（JAXA）：R6年度3000億円（総額10年1兆円）

• プライムコントラクタではなく、中小やスタートアップ企業に配分



K-Pro
比較的身近な課題
衛星光通信・コンステ 600億円 アクセルスペース
赤外線センサ 50億円 ジェネシア/ハマホトなど
高高度から海洋状況把握 80億円
高高度から災害観測 65億円
衛星への補給技術 135億円
衛星用光学アンテナ 110億円

• 目標：「高分解能常時観測を実現する
光学アンテナの基盤技術の獲得」

• 地上のせいめいが実現
• スペースサイエンスにも活用可能

K-Pro概要より せいめい望遠鏡



SBIR

•中小企業イノベーション創出推進基金で、宇宙（宇宙輸送等）、核融合、防災
分野を対象に、我が国におけるスタートアップなどの有する先端技術の社会
実装の促進を目指す。

• R4公募、R5から開始

• 660億のうち556億が宇宙関連
宇宙輸送 350億円：民間ロケットの開発・実証
スペースデブリ対策 206億円：スペースデブリ低減に必要な技術開発・実証

https://www.mext.go.jp/mext_02308.html



SBIR

企業名 補助金（億円） 設立 従業員

インターステラテクノロジ 20 2005 168

SPACE WALKER 20 2017 40

将来宇宙輸送システム 20 2022 43

アストロスケール 26.9 2018 29(481)

Pale Blue 15.8 2020 50

BULL 14.7 2022 17

採択率
ロケット関連 4/10
デブリ関連 3/3

デブリ関連

ロケット関連

7件採択 R5年9月から約1年間



宇宙航空科学技術推進

数千万から数億
毎年以下の課題の公募あり
• 宇宙航空人材育成
• 宇宙航空脱炭素技術等創出
• 宇宙探査基盤技術高度化

鶴剛 X線検出器 89百万円
土居隆雄 木製衛星 40百万円
松岡彩子 月・惑星 130百万円

• 人材育成
嶺重慎 宇宙人材育成 52百万円



宇宙戦略基金

• 10年で1兆円

• JAXAがFunding Agency、文科省、総務省、経産省が掌握

• R6度は文科省1500億円、経産省1260億円、総務省240億円

• R6年夏ころに公募開始







宇宙戦略基金への参加

• R6年度は7月中旬に随時公募開始、10月下旬締め切り
• e-Radから申請
• R7からR10年で1兆円の目途を付けるだろう。つまり、R7年度も同
規模が想定される

• 今年度出なかったテーマあるいは要素技術が出てくる可能性もある
ので、ウォッチし続けることが重要。例えば、補償光学、能動光学、
検出器、分散素子、分光・撮像技術、画像解析などなど

• 参加方法
• 身近な仲間でチームを組んで新規応募
• 企業や工学部の先生らとチームを組んで新規応募
• すでに採択されたチームに参加



JAXA事務局のコンソーシアム CONSEO
• 内閣府や省庁への提言
• 関連企業とのつながり、情報交換
• 学会や大学も入会可

• その他、大学を主としたUNISECなど複数のコン
ソーシアムがある

宇宙科学技術連合講演会
• スペース関連技術の講演会
• アピールと情報交換の場
• 学会活動ではないので誰でも申し込みができる
（ただし、OSのテーマに合致した話題
その他、工学系の学会での講演も重要



SX研究開発拠点

• 22テーマの中で唯一大学をターゲットとしたプログラム

• テーマは分野横断型でなんでもありだが、宇宙技術戦略に則すこと

• 「JAXAを凌駕する技術」が求められる
→これまでJAXAが、あるいはJAXAと一緒に開発していた技術は対象外

• 宇宙以外の分野からの参加が期待される
• たぶん、天文学は「宇宙以外の分野」

• 8月末公募開始で10月締切

• 22億円×5件

• 5年間で16億円＋SG後3年間で6億円

• JAXAとは一緒にできない



個人周辺での出来事

• 10年前大手光学メーカーに就職した学生が宇宙関連ベンチャーに転職

• 学生が宇宙関連ベンチャーを希望・内定

• JAXAのPIレベルの方が、宇宙関連会社を起業

→宇宙関連企業の人材不足（人材移動）

• 「6か月で衛星用の鏡作ってくれませんか」

→驚異的なスピードで衛星を上げようとしている

• 海外の新計画の中口径望遠鏡や既存の大型大望遠鏡からの相談

→海外の宇宙関連のサービスがインフレ
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